
 

 

 

理事長 細谷 毅義 
 

この度、当会の「いせはらフリースクール風の谷」が、６月から始まりました。

場所は（旧伊勢原中央保育園）の施設をお借りしました。授業料無料を目指しま

したが、昨今の物価高騰や行政とのやり取りの中で、月３０００円を頂くことに

なりました。当会は「地域福祉のニーズ」に対応し、９つの事業を展開しているNPO法人で

す。令和７年度より、新たに比々多小学校の放課後教室「ひびた未来っ子」を市より受託す

るとともに自主事業として、「いせはらフリースクール風の谷」を立ち上げました。いずれも、

働く保護者支援と、児童生徒の安心安全を確保し豊かな学びの環境や居場所を創出する活動

です。従前から、子ども食堂や「学習サポート・みらい・つなぐ」を継続して、１１年目に

なります。無料の塾として小中学生の楽しい学びと基礎学力向上、学習習慣の形成をめざし

て取り組んできました。その中で、最近は「学校に行かないという選択をした」児童生徒が

増えて来ました。市や県も様々な支援事業を講じて取り組んでいますが、当会もそんな子ど

もたちや保護者を支援するため、その子に寄り添った学習支援や保護者相談を展開していま

す。今回「いせはらフリースクール風の谷」を立ち上げることで、こうした学校とのかかわ

りで悩みや問題を抱えた児童生徒や保護者の負担を軽減していく取り組みを目指していき

ます。生まれたてのフリースクールです。保護者・学校・関係機関等とのきめ細かな連携を心がけ、豊かな子どもの居場所と

学びの場を創出することで、子どもたちの肯定感を育てていきたいと考えます。今後とも皆様からの，温かいご支援ご協力を

お願い申し上げます。 

 

いせはらフリースクール風の谷が開校し、ひと月経過しました 
６月３日（火）10時から萩原市長様、大垣市議会議長様、宮村教育長様を始

めとして、多くのご来賓をお迎えして開校式を行いました。 

そして、３日の午後には、児童生徒８人が来校しオリエンテーションを行う

など、本格的に風の谷が歩み始めました。 

このひと月間の利用者は延べで70人に上り、毎回５～６人の児童生徒が通っ

てきています。 

この間、子どもたちが在籍している小学校、中学校では、風の谷への登校を出席扱

いとしていただいたり、学校の先生方が風の谷の様子を見学しに来られたりと、学校

や教育委員会との連携も進めることができました。 

これも、会員の皆様のご支援の賜物と感謝しております。ありがとうございます。 
 

子どもたちの風の谷での様子は、スタッフの声掛けの中、それぞれ自分のペースで

学習に取り組んだり、自分の興味関心があることに夢中になったり、風の谷の飾りつ

けを作ったりしています。 

６月19日（木）の午後は、「Micro : bitで遊ぼう！」と題してプログラミング関係

の特別講座を開催し、３人の子どもたちが、Micro:bitというシングルボードコンピュー

ターを使ったラジコンカーの作成にチャレンジしま

した。７月に第２弾を開催し、この講座の最終目標

である、ファミレスなどで活躍する配膳ロボットの

基礎となるライントレースカーの作成に挑みます。 

７月３日には、七夕まつりも開催します。 
 

スタッフ一同、「学びの場」が子どもたちの持っている可能性を開花

させる芽を与える場であるということを常に意識しつつ子どもたちと

共に歩んでまいりますので、引き続きご支援をよろしくお願いします。 

風の谷代表 時乗 洋昭 
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人を孤立させない地域づくり 

生徒たちが作ってく

れた飾りつけ 

Micro:bitで遊ぼう！ 

学習の様子 

‥‥寄 贈‥‥ 

豊建設株式会社様のご理解とご支援そしてお力添えをいた

だき、風の谷のトイレと、洗面台を寄贈していただきました。 

心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。 
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2019年2月に天（創作料理）店主庄司歴

人さんのご厚意で開始され、6年目になりま

す。庄司さんに教わりながら、みんなで協力

して調理を進めました。異年齢同士でコミ

ュニケーションをとる機会となり、とても

楽しく活動することができ、また子どもた

ちの楽しい食育を支援。その支援が子ども

たちの新たな発見を生み出します。 
 

天キッチンを通して、子どもたちは「作る」楽しさと「食べ

る」喜びを学びます。自分で作った料理のおいしさは格別で、

想像力をふくらませながら挑戦することで、自信と達成感が育

まれます。仲間と一緒に食卓を囲む経験は、心を豊かにし、未

来への力になると思います。「作って食べる」その喜びを天キッ

チンで体感してほしいと思っております。   庄司歴人 

 

先生方が食材の切り方を丁寧に教えてくれたり、難しいこと

も優しく教えてくれます。そして最後にはみんなでとても美味

しい料理を食べることができ、とても幸せです 

しかも、それだけではなく、私たちが食材を切り終わった後

は、やることがない時間も楽しめるようにしりとり、なぞなぞ

などの子どもたち全員で楽しめることをやってくれたり、中に

は子どもたちが積極的にじゃんけん大会など開

いたりすることもあり、楽しくいられる空間が私

は大好きです。（成瀬小6年） 

こども食堂天キッチンに参加して 
僕は4年生の時に料理に興味を持ち、友達とこ

どもキッチンに参加しました。最初は緊張をしま

したが、中台さんたちが笑顔で迎えてくれて安心

しました。優しく教えてくれるおかげで自信がつき、野菜を切

るのが上手になりました。 

庄司料理長さんも、みんなのやりたいことを大切にしてくれ

ます。自分たちで作った料理をみんなで食べる時間は最高で、

こどもキッチンは元気になれる場所です。（中沢中1年） 

いせはらこども食堂 

6月25日㊌ 

肉じゃが、枝豆、サラダほか 

 場 所：中央公民館４階 調理実習室 

次回開催 7/30、8/27、9/10 
 

なるせこども食堂 

6月18日㊌ 

ハヤシライス、サラダ、スープ 

 場 所：成瀬公民館１階 学習室 

次回開催 7/16、8/20、9/20 

 
 

 

 

朝ごはんだよ こども食堂 

開催日：月１回 原則第４月曜日 

   6：45～7：30 

場 所：いせはら ふくじゅ 

  （伊勢原市伊勢原1-20-6） 

参加費：子ども 無料（中学生まで） 

  大 人 ２００円 

次回開催 7/28㊊、8月はお休み、9/22 

こども食堂 天キッチン 

場 所：創作料理「天」（伊勢原市1-11-22） 

持ち物：エプロン、バンダナ持参 

定 員：１２名（申込制） 

参加費：無料 

対 象：小学４年生～高校生 

次回開催 9/21㊐、8月はお休み 11：00～ 

今年度も、生徒一人ひとりの

苦手や得意に合わせた学習はも

ちろんのこと、大学生や社会人

のスタッフとの関わりを通して

人間としても成長する場を提供

し、子ども達は勉強を通して多

くのことを学び成長していけ

る、そんな場所でありますことを願っています。 
 

次回開催 毎週火曜・金曜 

７月 １，４，８，１１，１５，１８，２２，２５ 

８月 １，５，８，１９，２２，２６，２９ 

9月2日（火） お楽しみ交流会 

   場所：シティプラザふれあいホール 

      （詳細は後日児童・生徒に連絡します）  

 

「アパ直」からなら最安値 

  0463-9１-6９８８ 

HPからの予約が便利！ 

さかもとのたまご 
かながわブランド・伊勢原うまいものセレクト登録商品 

 

有限会社 坂本養鶏 

伊勢原市上粕屋2649 

営業時間：10：30～12：30（年中無休） 

Mail：chookynaoya@gmail.com 

       

       

感  こども支援へ食材・物品  謝 

ありがとうございます ◆5～6月のご提供者様（敬称略）◆ 

わくわく広場（桜台）、木内明男、田村節子（沼目）、前田國光

（上粕屋）、伯東株式会社（鈴川）、荒川米店、渡部雅子、源馬恵

子（板戸）、ユーコープフードバンク（飯山）、渡邊馨（三ノ宮）、

アパホテル、（社福）社会福祉協議会フードバンク、福澤順子（伊

勢原）、（社福）伊勢原市手をつなぐ育成会、安藤雅代（板戸）、田

中孝子（串橋）、石川茂雄（笠窪）、小川ます子（岡崎）、㈱レナッ

ク（高森）、スワンベーカリー（田中）、熊沢文雄（上平間）、㈱千

代田工業（白根）、匿名（６） 

6月23日㊊ 

スクランブルエッグほか 

《アパホテル 伊勢原駅前》 
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7月8日（火）10時30分～ 

親子で楽しく英語リズム遊び 

ZUMBINI（ズンビーニ）のAKI

さんをお招きしてダンス、楽器、

スカーフ遊びなど英語の歌や単

語を使って親子で楽しみました。 

 

7月7日は七夕ですね。きらきら広場では7月1

日に子どもさんとママさんが願い事を書いて吊る

してご自宅に持って帰りました。 

七夕の時期になると、街中でも願い事を書いて

吊るすコーナーを設けていたり、七夕まつりが開

催されたりしていますね。 

おりひめ様とひこぼ

し様が一年に一度だけ

会るというロマンチックなストーリ

ーも加わりとても親しみがある行事

ですよね。 

七夕の由来を子どもたちは成長し

ながら知ることで、もっと身

近で楽しい行事となるのでは

ないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 開催日 （7 月～8 月） 

 火 火 火 火 

7 月 1 
七夕制作 

15 
エクササイズ 

22 
お話し会 

29 

8 月 5 
手形 

12 
エクササイズ 

19 
お話し会 

26 

活動紹介 成年後見部会
 

今回は被後見人の皆さんと共に歩んでいる、成年後見人・保

佐人の皆様を紹介いたします。 

2006年（平成18年）から、横浜家庭裁判所小田原支部のご

指導の下、約20年間市民後見人活動をしておりますが、後見担

当者の紹介をあまりしてこなかったので、今回ほぼ初めてと言

ってよいかもしれません。 

写真は毎月1回の成年後見部会会議の時の集合写真です。欠

席者もいますが、現在15名の後見担当者（保佐も含む）で、24

名の被後見人（被保佐人）の担当を務めています。 

 

 

 

 

 

 

＜新規受任相談＞ 

新年度に入り、お一人新しい被後見人の方が増えた事は前号

でも報告をしましたが、その後三人の新規受任が決まりそうで

す。 

障がい者施設に入所をしている女性二名が新たに家裁より依

頼がありました。どちらも親族の方が後見人を申立し、当法人

が受任予定です。 

もう一人はグループホームにお住いの男性で、本人申立で当

方が受任予定です。昨年度から徐々に被後見人が増えており、

益々後見人の必要性が高まっている状況です。それに伴い今後

後見や保佐を担当する者の育成も重要課題です。 

代表 勝田 俊一 

  

地域と障がい者を結ぶ焼きたてパンのお店 

スワンベーカリー
 

株式会社 とも湘南 

伊勢原市田中256-1 

 シティハイツオーキッド1F 

☎0463-91-3570／fax 0463-91-3570 

平日 7:30～15:30／土曜日 8:00～15:00 

定休日：日曜・祝祭日 

 

〒259-1145 伊勢原市板戸１８４－１ 
 0463-71-6211 Fax 0463-71-6150 

安心、安全、感動するお米屋さん 

法人後見人として一緒に活動しませんか？ 

『わたしたち後見部会は 被後見人の 

最大幸福実現のため最大限の努力をします』 

１．ご本人と面談 

月に1度、施設やグループホームを訪問して、ご本人や世話人さん

との面談や金銭の収支を確認しています。 

２．家族会、施設等の行事への参加 

ご本人の状況や意思を知る機会として、家族会に出席し、祭りや

発表会等にも、出来るだけ参加します。 

３．研修会への参加 

県や社協等で行われる研修会に積極的に参加しスキルアップに努め

ています。また、当法人主催の研修会も開いています。 

４．定例会 

毎月１回定例会を開き、法人の方針を徹底し、事例の報告や意見

交換等を行っています。 

また、専門家を交えて定期的に検討会も行っています。 
 

成年後見専用ダイヤル ０４６３－２０－９１７０ 

      ファクス ０４６３－２０－９１３７ 

      受付時間 月～金 ９時～１６時 

地 域 を 結 ぶ 直 売 広 場  

わくわく広場 伊勢原店 
 

〒259-1132 伊勢原市桜台5-3-10 

営業時間：9:30～20:00 
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車いす体験（バリアフリー講座）実施 
【実施日】７月４日（金） 

向上高校生徒さんと社会福祉協議会の協力を得て、昨年度に

引き続き、車椅子体験・バリアフリー講座を開講いたしました。

今年度は昨年度より生徒さんの参加は30人弱でしたが、積極的

な姿勢で当事者さんからのお話を真摯に受け止めていました。

皆様お疲れさまでした。 

【時間】９時～１２時（３時間） 

【場所】向上高校体育館２階 
 

STEP❶ 

車椅子の使い方を知ろう！ 

STEP❷ 

乗ってみよう！押してみよう！ 

まずは一人で乗ってみる。生徒は

すぐに慣れ、自力でスイスイと漕い

でいる様子が見受けられました。 

後ろから介助する側の体験では、

恐る恐る…。相手を気遣う姿勢も学

んでいたようです。 

STEP❸ 

障害のある道を体験！ 

当日は、実際に車椅子で生

活している当事者の方にもお

越しいただきました。実生活

の中でのたいへんさなどをお

話いただき、生徒は終始、真剣

な表情で聞いていました。 

≪まとめ≫ 

車椅子利用者にとって、日常生活を送ることは非常にたい

へんなことです。もし困っている姿を見かけたら、ぜひ積極的

に声をかけて助けてあげてくだ

さい。どうしても一人ではでき

ないことがあります。助け合い

の精神をもって接することが大

切です。 

 

 けんこう    つなぐ    うたごえ 

６/14 参加者 98人 

年を重ねると二つの事を同時

にすることが難しくなってくる

ため、歌いながら簡単な体操をす

ることが脳の活性化になります。

笑顔で楽しく過ごすことが五感

を刺激するとも言われます。 

最近、40代の男性お二人がお手伝いを協力してくれ、みなさ

まと一緒に参加し いつもより笑顔いっぱいでした。 
 

次回開催 7/26、8/16，9/6 

開催日：毎月１回（原則土曜日） 

時 間：10：30～12：00 

場 所：シティプラザ 

1階 ふれあいホール 

参加費：300円 

   （ご夫婦で参加の方は500円） 
 

 ご報告と御礼 
6月27日（金） 

2025年度神奈川子ども未来ファ

ンド助成贈呈式・2024年度助成

報告会に参加して 

 

 
 

6月29日（日） 

高森神社まつり参列して 

禰宜様を通してNPO法人シリウス様

（厚木市）から備蓄食500箱を頂戴し

ました。 

ご寄付者名簿（敬称略）   ありがとうございます 
 

 Ｒ7年4月29日～令和7年7月3日（単位：円） 

三瓶ミネ子 7,000 N・K 65,000 K・K 10,000 熊澤文雄 10,000 

匿名 5,000 飯田隆三 10,000 匿名 5,000 NPO法人ナチュラ

ルトリートメント 10,000  豊建設㈱ 13,635  ㈱レナテック 

5,000 （株）トラストコンポーネンツ 10,000 佐伯妙有 10,000 

匿名 5,000 匿名 20,000 ㈱花いせ 5,000 アパホテル伊勢原・

浅野直樹 30,000 天ten 5,068 テーエスガス㈱ 10,000 

匿名 10,000 匿名 3,000 

合計 248,703円 令和７年度累計 512,703円 
 

賛助会費 Ｒ7年4月29日～令和7年7月3日（単位：円） 

櫻井志保 5,000 福澤順子 5,000 長谷川幸子 5,000 

渡辺くに子 5,000 

合計 20,000円 

大垣さん・古川先生・芦川さん 

◆みなさまのご寄付に支えられています── 

横浜銀行   伊勢原支店 普通 6116229 

中栄信用金庫 伊勢原支店 普通 0390460 

ゆうちょ銀行 口座番号 00240-6-105549 

・いずれも「特定非営利活動法人地域福祉を考える会」 

◆寄付者情報の公開について 寄せられたご寄付は、感謝の意を

表し、ご氏名および金額をニュースレター、HPにて公開させてい

ただきます。公表を希望されない方は匿名とさせていただきます。 

◆税制優遇の制度をご活用ください。 

優遇を受けるには手続きが必要です。詳細については 

右のQRコードから県の情報をご覧ください。 

振
込
先 

参加者募集 

未来セミナー 第2回 読書会 
日時：９月６日（土）１４時～１６時 

場所：シティプラザ１F 社協会議室 

参加費：２００円 参加自由（申込不要） 

課題本：「60代、70代なら知っておく 

    血管と心臓を守る日常」 

   天野 篤 著 （講談社） 

上皇陛下の執刀医にして、世界屈指の心臓血管外科医が超わかり

やすく記した、「命を落とすリスクを減らす」暮らしの処方箋 


